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〔
政

令
〕

〇
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
三
二
）

〇
通
貨
の
単
位
及
び
貨
幣
の
発
行
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
三
三
）

〇
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
（
三
四
）

〇
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
三
五
）

〇
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
令

（
三
六
）

〔
条

約
〕

〇
日
本
国
の
自
衛
隊
と
カ
ナ
ダ
軍
隊
と
の
間

に
お
け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供

に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
カ
ナ
ダ
政
府
と

の
間
の
協
定
（
三
）

〔
府

令
〕

〇
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

（
内
閣
府
一
二
）

〇
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令

等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

（
同
一
三
）

〔
府
令
・
省
令
〕

〇
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

（
内
閣
府
・
総
務
・
法
務
・
財
務
・
厚
生

労
働
・
農
林
水
産
・
経
済
産
業
・
国
土
交

通
一
）〔

省

令
〕

〇
食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関

す
る
臨
時
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令（
厚
生
労
働
・
農
林
水
産
二
）

〇
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
の
業
務
運
営

に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
厚
生
労
働
・
農
林
水
産
・
経
済
産
業
・

国
土
交
通
二
）

〔
規

則
〕

〇
地
方
警
務
官
の
懲
戒
の
取
扱
に
関
す
る
規

程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
国
家
公
安
委
三
）

〔
告

示
〕

〇
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
五
十
七
第
一
号
の

規
定
に
よ
り
、
銀
行
代
理
業
者
の
許
可
が

そ
の
効
力
を
失
っ
た
こ
と
に
対
す
る
告
示

（
金
融
庁
六
）

〇
日
本
国
の
自
衛
隊
と
カ
ナ
ダ
軍
隊
と
の
間

に
お
け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供

に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
カ
ナ
ダ
政
府
と

の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
に
関
す
る
件

（
外
務
四
五
）

◇
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

三
二
号
）（
総
務
省
）

１

自
衛
隊
の
船
舶
の
使
用
者
が
我
が
国
以
外
の
国
の
軍

隊
の
船
舶
の
動
力
源
に
供
す
る
た
め
軽
油
を
譲
渡
す
る

場
合
に
お
け
る
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
の
特
例
の
対

象
と
な
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
条

約
そ
の
他
の
国
際
約
束
と
し
て
、
日
本
国
の
自
衛
隊
と

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
物
品
又
は

役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
フ
ラ
ン

ス
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を
追
加
す
る
こ
と
と
し

た
。（
附
則
第
一
〇
条
の
二
の
二
関
係
）

２

自
衛
隊
の
船
舶
の
使
用
者
が
我
が
国
以
外
の
国
の
軍

隊
の
船
舶
の
動
力
源
に
供
す
る
た
め
軽
油
を
譲
渡
す
る

場
合
に
お
け
る
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
の
特
例
の
対

象
と
な
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
条

約
そ
の
他
の
国
際
約
束
と
し
て
、
日
本
国
の
自
衛
隊
と

カ
ナ
ダ
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互

の
提
供
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
カ
ナ
ダ
政
府
と
の
間

の
協
定
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
一
〇
条
の

二
の
二
関
係
）

３

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

４

前
記
１
の
改
正
は
日
本
国
の
自
衛
隊
と
フ
ラ
ン
ス
共

和
国
の
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互

の
提
供
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
政

府
と
の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
、
２
の
改
正

は
日
本
国
の
自
衛
隊
と
カ
ナ
ダ
軍
隊
と
の
間
に
お
け
る

物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
カ
ナ
ダ
政
府
と
の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か

ら
、
３
の
改
正
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
通
貨
の
単
位
及
び
貨
幣
の
発
行
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
三
三
号
）（
財
務

省
）

１

令
和
二
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
及
び
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
記
念
す

る
た
め
発
行
す
る
一
〇
〇
円
の
貨
幣
、
一
、
〇
〇
〇
円

の
貨
幣
及
び
一
万
円
の
貨
幣
の
素
材
、
品
位
、
量
目
及

び
形
式
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
一
関
係
）

２

１
に
掲
げ
る
記
念
貨
幣
の
発
行
枚
数
を
、
一
〇
〇
円

の
貨
幣
は
五
、
一
三
二
万
四
、
〇
〇
〇
枚
に
改
め
る
こ

と
と
し
、
一
、
〇
〇
〇
円
の
貨
幣
は
一
一
〇
万
枚
に
改

め
る
こ
と
と
し
、
一
万
円
の
貨
幣
は
八
万
枚
に
改
め
る

こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
三
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
三
四
号
）（
金
融
庁
）

１

有
価
証
券
届
出
書
の
提
出
を
不
要
と
す
る
場
合
に
、

発
行
会
社
等
の
取
締
役
等
を
相
手
方
と
し
て
、
譲
渡
に

つ
い
て
の
制
限
及
び
当
該
譲
渡
に
つ
い
て
の
制
限
に
係

る
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
株
券
等
を
付
与
す
る
場
合

を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
の
一
二
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

三
五
号
）（
防
衛
省
）

１

関
係
機
関
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
、
防
衛
大
臣

が
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
役
務
の
提
供
そ
の
他
必
要
な

協
力
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
運
動
競
技
会
と
し
て
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
大
会
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
二
六
条

の
一
二
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
令
（
政
令
第
三
六

号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
（
以
下
「
審
査

会
」
と
い
う
。）の
委
員
の
人
数
の
上
限
は
、
二
〇
人
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

審
査
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

３

審
査
会
の
議
事
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け

れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
等
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

４

審
査
会
の
庶
務
は
、
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
母

子
保
健
課
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条

関
係
）
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